
      シンポジウム「プランクトンの未知なる世界」ご案内    平成 26年 8月吉日 

生き物文化誌学会 

会長 湯浅 浩史 

生き物文化誌学会では、国立科学博物館と共催でシンポジウム「プランクトンの未知なる世界」を下記

により開催します。 

水中の浮遊生物、すなわちプランクトンは、海中に浮遊する微生物だけでなく、藻類から魚類までを含

む多種多様な群からなり、食物連鎖の最下層を形成すると考えられてきました。たとえば、オキアミ類は

その膨大な発生数によってクジラやサメなど巨大生物から極小の各動物幼生を支える食料源となり、その

大発生海域が季節に応じて変わることにより、摂餌する生物の季節回遊を促します。 

このシンポジウムでは、プランクトンによる地球規模の「大回遊ドラマ」を、壮大な観察事例とともに

生き物自然誌の観点から展望していきます。 

記 

①日  時：平成 26年 9月 4日（木）13:30 ～16:50 （受付開始 13:00～） 

②場  所：国立科学博物館 日本館 2階講堂 

③主  催：生き物文化誌学会、国立科学博物館 

④講 演 

１３：３０～  趣旨説明（林 国立科学博物館長） 

 １３：４０～  講  演（窪寺 恒己 科博コレクションディレクター） 

   １４：１０～  講  演（中村 宏治 水中カメラマン） 

   １４：４５～  休  憩（１５分） 

１５：００～  講  演（荒俣 宏 博物学者） 

  １５：４５～  パネルディスカッション 

（荒俣 宏、中村 宏治、福地 光男、窪寺 恒己） 

  １６：５０   閉  会 

⑤募集対象：生き物文化誌学会 会員 

⑥参 加 費：１名 1,000円（税込）受付にてお支払いください。 

⑦定   員：先着５０名 

⑧申込方法：申込書に必要事項をご記入の上 FAX(03-5701-6586)にてお申し込み願います。 

申込締切：平成 26年８月２０日（水）必着、但し定員に達し次第締め切りと致します。 

※受付後、博物館入館書類をお送りいたします。当日ご持参下さい。 

忘れた場合は、入館料をお支払い頂く事に成りますので、ご注意下さい。 

入館書が届かない場合は締め切り後と言う事に成りますのでご了承下さい。 

(情報は HPをご覧下さい。) 

（ご注意） 

1． 撮影・録音はご遠慮ください。 

 

以上 



生き物文化誌学会 シンポジウム参加申込書 

お申込み締切日：2014 年 8 月 20 日 

申し込み日  年  月  日 

 

申込者 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

 
  性別 

賛助会員・正会員・家族会員 

氏名 

 

  
    

  
男・女 

    
  

    （いずれか○で囲む） 

  
連絡先 住所 〒 

      
  

    
       

  

    
       

  

  所属団体名                 

  電話       FAX         

  E-mail                   

 

申し込み先  FAX 03-5701-6586 

お問い合わせ   TEL 03-5701-7861 

                  生き物文化誌学会 事務局 


